
《 こ れ が 今 年 の 京 都 府 予 算 》
５１０億円の減収という税収のかつてないほどの落ち込みを、リストラ・基金（貯金）の取

り崩し・府債（借金）の借換と増発でカバーし、京都経済の再生に向けた緊急不況・雇用対

策、介護保険の円滑な導入に向けての対策は確保できたが、社会資本整備等の若干のペー

スダウンを余儀なくされた我慢の予算。

（１）

『先憂後楽』とは、「国の大事については、世の人々に先立って憂い、
そして国がよく治まり人民が楽しんでいるのを見届けてから初めて自
分も楽しめ」という意味です。

１９９９．３　第３回　　多賀久雄後援会編集部
〒626-0008 京都府宮津市万年895-8

TEL（0772）22-6335 FAX（0772）22-6335

一般会計　8546億47百万円（対前年1.5％増)
◆主な内容
緊急不況・雇用対策

●中小企業金融対策

融資枠１０００億円を確保・緊急金融対策の継続実施など

●西陣・丹後・友禅振興対策

ふるさと丹後ビジネスネットワーク推進・北部広域商談会・

丹後産地デザイン強化など

●雇用促進特別対策

丹後地域雇用機会増大促進対策・緊急雇用創出事業・離転

職者向け　短期職業訓練など

●生活安定対策

生活福祉資金貸付枠の増額

●企業立地の推進

丹後地域産業拠点・新光悦村・北部中核工業団地など

介護保険対策

●介護保険制度体制整備支援

介護支援専門員の養成・介護保険事業支援計画の策定など

●介護保険制度推進

介護認定審査会及び介護保険審査会の設置・運営など

●介護保険制度基盤整備

特別養護老人ホーム６か所・老人保健施設6か所・療養型

病床群１１か所整備への助成など

その他

乳幼児医療助成の対象拡大・私学振興補助の補助率アップ・

産業廃棄物不法投棄等監視員の配置・全国豊かな海づくり大

会開催準備など

地元関連施策（再掲含む）

●丹後地域産業拠点計画調査　

開発方針の検討等基本計画策定の前提となる調査

●風力発電開発調査

伊根町太鼓山での風況観測　９月まで

●北部法律相談センターの開設

１市１０町をエリアとする弁護士会による法律相談事務所の

設置

●雇用機会増大促進地域での雇用対策

啓発用リーフレットの発行と峰山職安への相談員の配置

●介護保険基盤整備への助成

特別養護老人ホーム１００床・老人保健施設１００床など

●施設整備

京都縦貫自動車道建設・海洋高校体育館全面改修・与謝の

海養護学校養護訓練棟の耐震補強など



多賀―

予算の提案説明大変ご苦労様でございました。

これからじっくり審議させていただくわけでありますが、提案説明を聞いておりまして、

ご苦労の跡や知事さんの思い入れといったものが、ひしひしと伝わってまいりました。

ところで、本日ご提案いただきました予算案のなかで、特に知事さんの思い入れの強かっ

たものを二、三ご紹介願えませんでしょうか。

荒巻―

お疲れさまでした。

私は昨年改めて府民の皆様から信任を受け、この厳しい不況を何としても乗り越えたい

と懸命の努力を重ねてまいりました。そんな中での予算案でありますので、第一は何と言

っても「今年こそ回復を」の強い思いを持って編成いたしました緊急不況・雇用対策であ

ります。

第二は、間近に迫った介護保険の円滑な導入に万全を期することであります。

そのほか、私立高校の授業料減免に対する補助の充実などであります。

もち論、確かな未来を築いていくための社会資本の整備も手を抜く事ができません。

多賀先生も財政のご経験をお持ちなのでお分かりいただけると思いますが、５１０億円

にのぼる税の減収というかつてない厳しい財政状況の中での予算編成でありましたので、

これらが何とか確保でき、正直ほっとしております。

多賀―

提案説明やただ今のお話をお聞きしまして、税の大幅な減収をあらゆる努力と工夫で財

源の確保に努められ、喫緊の課題に大胆に重点配分された最善の予算であると感じており

ます。

知事さんはもっと胸を張っていただいてもいいのではないですか。

荒巻―

そういっていただくと大変うれしいのですが、この不況でありますので、もう少し財源

があればより大胆な施策が打ち出せるのになあというのが実感です。

（２）

知 事 と の 対 談



多賀―

私も財政畑が長かったので、そのお気持ちは痛いほど分かります。

ところで、私は、「蜷川二十八年が丹後を置いてけぼりにしたけれども、時代が変ってか

らは京都縦貫自動車道、鳥取豊岡宮津自動車道、鉄道の電化など発展の基盤が出来あがっ

てきているので、その効果を自らの発展につなげれるよう頑張りましょう。」と言っており

ます。

知事さんのエールをお聞かせ願えませんか。

荒巻―

私は、府域の均衡ある発展を府政推進の大きな目標に掲げて取り組んでまいりました。

今おっしゃられたように、京都縦貫自動車道、鳥取豊岡宮津自動車道、鉄道の電化など広

域高速交通網の整備を積極的に進めてまいりました。また、丹後リゾートの推進など総合

的な地域振興にも積極的に取り組んでまいりました。台所は相当苦しいのですが、今年も

これらの事業を積極的に進めるほか、伝統地場産業など中小企業や丹後の農林水産業を守

り、更に発展させることに奮闘するつもりでおります。

来るべき地方分権社会は、これまでに築き上げてきた様々な社会資本を、どのように活

かしていくのかが問われる社会でもあろうと思っております。そうした意味で、私からは、

「引き続き府域の均衡ある発展に全力を尽くします。蓄積された社会資本を活用し、皆様の

英知を結集しながら新しい時代の地域の発展を考え、行政とそこに生活する人々が信頼の

絆で結ばれ、手を携えながら共に奮闘しましょう。」とエールを送らせていただきます。

また、多賀議員にも、「政策通の府会議員として大いに期待しております。府政と府民の皆

様の信頼の絆の役としてさらなるご活躍をお祈りいたします。」とエールを送らせていただ

きます。

多賀―

ファイトが湧いてくるエールありがとうございました。私にまでも温かいお言葉ありが

とうございました。

私も府議として力一杯頑張ってまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。

今日はお忙しい中時間をとっていただき本当にありがとうございました。

（３）



（４）

多 賀 久 雄 後援会総会
3月21日　午後2時

京都北都信用金庫本店5階　大会議室

皆様には日頃から何かと多賀久雄にご支援、ご交誼賜りまして誠にありがとうございま

す。

早いもので、多賀久雄も皆様のご支援を受けながら、議員生活一年が過ぎようとしてい

ます。この間皆様には、歯がゆさをお感じになったり、ご心配をお掛けしたりと、新人を

育てる楽しみもあるもののハラハラドキドキの一年ではなかったかと存じます。

つきましては、議員生活一年の総括や後援会の一年を振り返るため、来る３月２１日に多

賀久雄後援会総会を開催いたします。

大変お忙しい中恐縮でありますが、ご参加いただきまして多賀へのお励ましの一言なり

と賜れば幸いと存じます。

多賀議員から一言
前回号で掲載されました府中バイパスですが、順調に事業も進

捗していると聞いており、私も重要な課題と考え予算獲得のため

市長さんと一緒に頑張っております。

み ん な で 創 ろ う 、 輝 く ふ る さ と ！

ご あ い さ つ 後援会会長　今 井 一 雄

※編集部では、皆様のご意見や情報などをお待ちしております。


